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ミクロネシア連邦及びマーシャル諸島共和国の排他的経済水域の海山に分布するコ
バルト鉄－マンガンクラストの分布的特徴について
Features of distribution pattern of cobalt-rich ferromanganese crusts on the Micronesian
and Marshall Islands seamonts
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北西太平洋の海山に分布するコバルトリッチ鉄－マンガンクラスト（以下「コバルトクラスト」という。）は、コバル
ト、ニッケル、白金及びレアアース資源としての可能性を有している。特に、マーシャル諸島共和国及びミクロネシア連
邦海域の海山上のコバルトクラストは、太平洋の中で最もポテンシャルが高いと言われている。１９９７年から２００
５年にかけて、海洋資源調査船「第 2白嶺丸」を用いたコバルトリッチクラストの探査が、日本とＳＯＰＡＣ（南太平
洋応用地球科学委員会）との間の資源開発協力基礎調査の一環として、両国の経済水域で行われた。これらの調査航海
を通じて、膨大な物理探査、地質、海底映像、環境データが取得された。今回の発表では、これらの海山での調査結果
を踏まえて、コバルトクラストの分布的特徴について述べたい。
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